
製
紙
汚
泥
焼
却
灰
を
リ
サ
イ
ク
ル

ジ
ャ
イ
ワ
ッ
ト
㈱
・
袖
ケ
浦
エ
コ
ラ
ン
ド

吸
水
性
泥
土
改
質
材
に

「
ワ
ト
ル
」と
し
て
販
売
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千葉県袖ケ浦市にある「袖ケ浦エコランド」

フレコンに充填、保管される「ワトル」

　
製
紙
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
焼
却
処
理
さ
れ
、
焼
却
灰
は
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
と

し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
し
か
し
、
セ
メ
ン
ト
の
国
内
需
要
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
昨
今
、

新
し
い
再
資
源
化
用
途
の
開
発
に
は
、
経
済
産
業
省
な
ど
も
注
目
し
て
い
る
。
建
設
汚
泥
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
事

業
を
展
開
す
る
ジ
ャ
イ
ワ
ッ
ト
㈱
で
は
、
吸
水
性
土
壌
改
質
材
と
し
て
の
用
途
開
発
に
着
目
。
平
成

年
度
に
は

（
公
財
）産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団
に
よ
る
助
成
事
業
に
も
選
ば
れ
、す
で
に
事
業
化
を
実
現
し
て
い
る
。

本
紙
で
は
、
千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に
あ
る
製
紙
汚
泥
焼
却
灰
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
「
袖
ヶ
浦
エ
コ
ラ
ン
ド
」
を
現
地
取

材
し
た
。

他の改質材との特徴比較

　
製
紙
工
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
廃
棄
物
は
、
そ
の
大
部
分

が
汚
泥
（
ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ

ジ
）
で
、
ほ
と
ん
ど
が
焼
却

処
理
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

焼
却
発
電
に
よ
る
製
紙
工
場

内
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な

ど
も
進
ん
で
い
る
と
い
う

が
、
そ
の
際
に
排
出
さ
れ
る

製
紙
汚
泥
焼
却
灰（
Ｐ
Ｓ
灰
）

の
資
源
化
用
途
の
開
発
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、

建
設
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
で

も
実
績
を
持
つ
、
ジ
ャ
イ
ワ

ッ
ト
㈱
が
運
営
す
る
「
袖
ヶ

浦
エ
コ
ラ
ン
ド
」を
た
ず
ね
、

Ｐ
Ｓ
灰
を
再
資
源
化
す
る
事

業
を
取
材
し
た
。

　
産
業
廃
棄
物
と
し
て
排
出

さ
れ
る
製
紙
汚
泥
焼
却
灰

（
Ｐ
Ｓ
灰
）
は
、
ほ
と
ん
ど

が
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、
セ
メ
ン
ト
の
国
内
需
要

の
減
少
も
懸
念
さ
れ
、
Ｐ
Ｓ

灰
の
新
し
い
再
資
源
化
用
途

の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
経
済
産
業
省
で
も
、
平

成

年
か
ら
同

年
ま
で

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化

ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ
有
効
利

用
技
術
開
発
」
を
実
施
す
る

な
ど
、そ
の
注
目
度
は
高
い
。

○
―
―
―

　
水
分
を
と
る
の
で
ワ
ト
ル

　
Ｐ
Ｓ
灰
は
、
表
面
が
多
孔

質
で
あ
る
た
め
消
臭
剤
や
吸

着
剤
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

分
野
で
の
有
効
活
用
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
今
回
取
材
し

た
袖
ヶ
浦
エ
コ
ラ
ン
ド
で

は
、Ｐ
Ｓ
灰
を
、「
ワ
ト
ル
」

と
い
う
製
品
名
で
、
吸
水
性

土
壌
改
質
材
と
し
て
再
資
源

化
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。

　
同
製
品
の
主
成
分
は
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
ケ
イ
素
、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
で
、
Ｐ
Ｓ
灰
特
有

の
多
孔
質
性
状
に
よ
り
、
高

い
給
水
性
能
を
実
現
で
き
る

と
い
う
。
ワ
ト
ル
と
い
う
名

称
も
、ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ（
水
分
）

を
吸
収
す
る
（
と
る
）
と
い

う
こ
と
か
ら
由
来
す
る
と
、

同
社
で
は
説
明
し
て
い
る
。

　
同
社
で
は
、
主
な
利
用
先

と
し
て
港
湾
・
河
川
・
湖
沼

な
ど
で
の
浚
渫
土
処
理
や
掘

削
工
事
に
伴
い
発
生
す
る
泥

土
や
汚
泥
の
処
理
に
適
し
て

い
る
と
す
る
。
主
な
特
徴
は

瞬
時
の
改
良
効
果
が
発
現
す

る
即
効
性
と
、
緩
や
か
に
強

度
発
現
が
進
む
化
学
的
安
定

性
を
併
せ
持
つ
た
め
、
環
境

に
優
し
い
土
質
改
質
材
で
あ

る
点
と
い
う
。

　
泥
土
改
質
材
と
し
て
は
普

通
、
石
灰
が
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
が
、
石
灰

を
使
用
し
た
場
合
は
、
改
質

土
が
強
い
ア
ル
カ
リ
性
を
示

す
と
い
う
課
題
も
あ
る
ほ

か
、
高
温
に
発
熱
す
る
た
め

悪
臭
の
原
因
に
も
な
る
と
す

る
。
ワ
ト
ル
を
使
用
し
た
場

合
、
改
質
度
は
中
性
か
ら
弱

ア
ル
カ
リ
性
域
と
な
る
ほ

か
、
Ｐ
Ｓ
灰
の
持
つ
多
孔
質

性
状
に
よ
り
、
高
い
吸
水
性

能
の
ほ
か
、
負
荷
機
能
と
し

て
消
臭
効
果
も
期
待
で
き

る
。

　
取
材
当
日
は
、
含
水
率
約


％
と
い
う
泥
状
の
サ
ン
プ

ル
に
ワ
ト
ル
を
投
入
す
る
実

験
を
行
っ
て
く
れ
た
。
ビ
ニ

ー
ル
袋
で
の
実
験
で
は
あ
っ

た
が
、
少
量
の
投
入
に
よ
り

ほ
と
ん
ど
液
体
状
で
あ
っ
た

泥
が
、
も
の
の
１
分
も
経
た

ず
に
土
の
よ
う
な
状
態
と
な

っ
た
。

○
―
―
―

　
産
廃
財
団
の
助
成
対
象
に

　　
現
在
、
袖
ヶ
浦
エ
コ
ラ
ン

ド
で
は
、
製
紙
会
社
を
主
な

顧
客
と
し
て
、
Ｐ
Ｓ
灰
を
産

業
廃
棄
物
と
し
て
受
入
れ
て

い
る
。
ワ
ト
ル
は
、
受
け
入

れ
た
Ｐ
Ｓ
灰
に
有
害
性
の
無

い
特
殊
薬
剤
を
混
合
す
る
こ

と
に
よ
り
再
資
源
化
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。
施
設

内
の
工
場
で
は
、
Ｐ
Ｓ
灰
を

サ
イ
ロ
に
受
入
れ
た
後
、
食

品
工
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

空
気
混
合
撹
拌
ミ
キ
サ
ー
に

よ
り
薬
剤
水
和
処
理
を
施

し
、
フ
レ
コ
ン
充
填
、
製
品

検
査
な
ど
を
経
て
出
荷
ま
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　
袖
ヶ
浦
エ
コ
ラ
ン
ド
は
昨

年
７
月
に
稼
働
を
開
始
し

て
、
約
１
年
が
経
過
し
て
い

る
。
工
場
内
は
、
機
材
の
整

理
整
頓
が
行
き
届
き
、
順
調

に
稼
働
し
て
い
る
様
子
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
社
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
主
な
販
売
実
績
と
し
て

は
、
原
子
力
発
電
所
で
の
高

圧
噴
射
工
法
排
泥
処
理
、
掘

削
残
土
処
理
、杭
残
土
処
理
、

浚
渫
土
改
良
、
地
盤
改
良
、

土
壌
改
良
な
ど
様
々
な
用
途

で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
今
後
も
安
定
的
に
Ｐ
Ｓ

灰
の
受
け
入
れ
を
続
け
て
行

く
た
め
に
は
、
新
た
な
使
用

現
場
を
発
掘
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

　
今
回
取
材
し
た
Ｐ
Ｓ
灰
の

資
再
資
源
化
事
業
は
、
（
公

財
）
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業

振
興
財
団
が
行
う
、
産
業
廃

棄
物
処
理
助
成
事
業
で
も
、

平
成

年
度
に
「
製
紙
汚
泥

焼
却
灰
の
再
資
源
化
施
設
」

と
し
て
助
成
対
象
に
選
ば
れ

る
な
ど
、
有
識
者
か
ら
も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
。


